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年齢の若い巨大ガス惑星の軌道分布を調査することは、惑星形成段階の軌道進化を知る上で重要である。可視
域の視線速度観測による若い星周りの惑星探索では、活発な恒星活動によるスペクトル変動が惑星の擬検出を引
き起こすため、恒星活動の影響が弱まる近赤外域での視線速度観測が効率的である。また生命居住可能な惑星の
探索は宇宙生命科学における重要課題である。晩期型星は存在頻度が高い上に惑星からの重力的影響を受けやす
く、そのような惑星探索の対象として適した天体であるが、放射強度がピークとなる近赤外域での視線速度観測
が不可欠である。
そこで我々は、年齢の若い巨大ガス惑星、および生命居住可能な惑星を視線速度法により探索する目的で、南

アフリカ望遠鏡用近赤外ドップラー分光器 (the South Africa Near-infrared Doppler; SAND)を開発している。
SANDは 0.84 – 1.09 µmの波長域を分解能 λ/∆λ ∼ 60, 000で分光可能なファイバー導入型の冷却分光器であり、
2023年以降、大阪大で開発中の PRIME望遠鏡に加えて IRSFや SALTといったサザーランド観測所内の複数の
望遠鏡に対してファイバー接続および観測運用される予定である。本講演では主に SANDのファイバー入射部お
よび冷却分光器部分の光学設計と仕様について述べる。


